
  
 

 
 

 

緊
急
事
態
宣
言
延
長
に
関
す
る
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 
 

市
民
の
皆
様
に
は
、
旅
行
や
お
盆
の
帰
省
を
控
え
る
な
ど
、

リ
ス
ク
の
高
い
行
動
を
徹
底
的
に
避
け
て
い
た
だ
き
感
謝
し

て
い
ま
す
。
８
月
１７
日
、
政
府
は
緊
急
事
態
宣
言
を
９
月
１２

日
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。
市
で
は
、
８
月
１９
日
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
臨
時
本
部
会
議
を
開
催
し
、
緊
急
事

態
宣
言
の
延
長
に
伴
う
市
の
対
応
を
決
定
し
ま
し
た
。
（略
） 

市
民
の
皆
様
、
事
業
者
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
も
多
大

な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
一
度
、
不
要
不
急
の

外
出
自
粛
や
感
染
防
止
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

我
孫
子
在
住
の
作
家
坂
上
弘
氏
死
去 

 

「
内
向
の
世
代
」を
代
表
す
る
作
家

の
一
人
で
、
日
本
近
代
文
学
館
理

事
長
の
坂
上
弘
（さ
か
が
み
・ひ
ろ
し
）

さ
ん
が
８
月
１６
日
、
が
ん
で
死
去

し
た
。
我
孫
子
に
在
住
の
数
少
な
い

著
名
な
作
家
が
ひ
と
り
亡
く
な
っ

た
こ
と
に
な
る
。
坂
上
弘
氏
は
慶
応

大
在
学
中
の
１９
歳
の
時
、「
三
田
文
学
」に
発
表
し
た「
息
子

と
恋
人
」が
、
昭
和
３０
年
の
芥
川
賞
候
補
。「
あ
る
秋
の
出
来

事
」で
中
央
公
論
新
人
賞
を
受
賞
し
、
早
熟
な
才
能
が
注
目

さ
れ
た
。
卒
業
後
は
リ
コ
ー
に
入
社
、
会
社
員
と
作
家
を
両
立

さ
せ
た
。
平
成
７
年
、
リ
コ
ー
を
退
社
後
、
慶
應
義
塾
大
学
出

版
会
取
締
役
社
長
に
就
任
。
平
成
１６
年
、
紫
綬
褒
章
受
章
。

同
１８
年
、
日
本
文
藝
家
協
会
理
事
長
に
就
任
。
日
本
芸
術
院

会
員
。
慶
應
義
塾
評
議
員
。
平
成
２３
年
日
本
近
代
文
学
館
理

事
長
。
同
３１
年
、
旭
日
中
綬
章
受
章
。 

坂
上
氏
は
志
賀
直
哉
への
あ
こ
が
れ
か
ら
我
孫
子
（つ
く
し

野
）に
移
住
さ
れ
た
。
当
会
や
我
孫
子
市
で
も
坂
上
氏
に
講
演

を
お
願
い
し
た
こ
と
が
あ
る
。
平
成
５
年
４
月
当
会
の
第
１３
回

文
化
講
演
会
で｢

我
孫
子
と
私
の
文
学
遍
歴｣

の
テ
ー
マ
で
講

演
さ
れ
た
の
を
始
め
、
平
成
９
年
１１
月
に
、
市
民
図
書
館
と

共
催
で
川
端
康
成
文
学
賞
・受
賞
の
集
い
を
開
催
、｢

創
作
活

動
と
我
孫
子
と
私｣

の
テ
ー
マ
で
講
演
さ
れ
た
。
さ
ら
に
平
成

１６
年
に
は
、
紫
綬
褒
章
受
章
記
念
講
演
会
（主
催
不
明
）で

｢

私
の
作
家
人
生
と
我
孫
子
の
魅
力｣

、
平
成
２５
年
２
月
に
は

教
育
委
員
会
主
催
の
講
演
会
で「
小
説『
和
解
』を
読
む
」を
講

演
。
平
成
５
年
の
当
会
主
催
の
講
演
会
の
際
の｢

我
孫
子
と
私

の
文
学
遍
歴｣

の
講
演
録
か
ら
一
部
紹
介
す
る
。 

「
私
は
、
我
孫
子
に
住
ん
で
十
年
以
上
に
な
る
。
あ
び
こ
は

私
に
と
って
終
生
忘
れ
得
ぬ
土
地
に
な
る
と
思
う
。
志
賀

直
哉
は
我
孫
子
に
七
年
半
い
た
が
、
「暗
夜
行
路
」や
「和

解
」な
ど
重
要
な
作
品
を
ほ
と
ん
ど
我
孫
子
で
書
い
た
。
私

が
我
孫
子
に
来
た
の
は
、
志
賀
直
哉
へ
の
あ
こ
が
れ
が
潜
在

意
識
に
あ
った
。
（中
略
） 

 

当
時
文
壇
で
は
、
私
小
説
は
評
判
が
悪
か
った
。
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
文
学
の
人
た
ち
か
ら
、
社
会
性
が
な
い
と
し
て
否
定

さ
れ
、
旗
色
が
悪
く
な
った
。
戦
後
に
な
って
、
太
宰
の
作

品
も
破
滅
型
の
私
小
説
と
い
わ
れ
た
。
し
か
し
、
私
の
こ
と

が
書
け
な
く
て
何
が
書
け
る
か
、
と
い
う
主
張
が
出
さ
れ

た
。
私
も
自
分
の
身
辺
を
材
料
に
す
る
し
、
目
立
た
ず
自

然
に
か
け
る
の
が
よ
い
と
思
う
。
（中
略
） 

 
我
孫
子
の
生
活
は
私
に
と
って
、
良
い
こ
と
が
い
っぱ
い
あ
る
。

二
足
の
わ
ら
じ
を
履
く
私
は
、
電
車
で
朝
晩
二
時
間
く
ら

い
電
車
に
乗
って
い
る
。
電
車
の
中
に
は
小
説
の
ヒ
ン
ト
が
沢

山
あ
る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
や
って
い
る
と
、
電
車
に
乗
って
い

る
時
間
は
貴
重
で
あ
る
。
満
員
電
車
で
隣
に
い
る
人
が
死

ん
で
い
て
、
乗
って
い
る
人
た
ち
が
わ
か
ら
な
か
った
と
い
う
。

こ
れ
も
小
説
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
。
（中
略
） 

 

利
根
川
の
堤
は
面
白
い
。
土
手
の
草
の
模
様
は
五
線
譜
に

見
え
る
。
終
止
符
が
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
そ
の
草
の
な

か
で
こ
お
ろ
ぎ
が
羽
音
を
た
て
て
い
る
。
こ
う
し
た
自
然
の

な
か
に
い
る
自
分
と
は
何
か
、
が
大
事
な
こ
と
だ
。
こ
れ
で

「土
手
の
秋
」を
書
い
た
。 

 

そ
ん
な
わ
け
で
我
孫
子
に
住
ん
で
ぼ
つ
ぼ
つ
書
い
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
短
編
を
収
め
た
『田
園
風
景
』の
本
が
、
野
間
文

芸
賞
と
な
った
。
授
賞
式
で
安
岡
章
太
郎
氏
が
、
「坂
上
君

の
小
説
は
家
出
少
年
が
帰
る
所
が
な
く
て
土
手
を
歩
い
て

い
る
よ
う
だ
」と
評
し
た
。
ま
た
蕪
村
の
句
「春
風
や
堤
長

う
し
て
家
遠
し
」に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
言
わ
れ
た
」。 

我
孫
子
第
一
小
の
生
徒
さ
ん
が
銅
像
清
掃
活
動 

 

七
月
七
日
、
我
孫
子
第
一
小
学
校
の
生
徒
さ
ん
達
が
別
荘

跡
の
嘉
納
治
五
郎
師
範
の
銅
像
の
清
掃
を
し
た
。 

同
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
に
は「
嘉
納
治
五
郎
先
生
像
の
清
掃

活
動
を
し
ま
し
た
！
（７
／
７
）」「
ふ
る
さ
と
我
孫
子 

を
愛

し
大
切
に
す
る
心
の
育
成
を
目
指
し
、
定
期
的
に
嘉
納
治
五

郎
先
生
の
像
を
代
表
の
子
供
達
が
清
掃
し
ま
す
。
」「
清
掃
活

動
後
に 

嘉
納
治
五
郎
先
生
と
一
緒
に
記
念
撮
影
！ 

次
は

２
学
期
に
来
ま
す
！
」の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
写
真
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。 

同
小
学
校
で
は
四
月
に
山
口
祐
子
校
長
か
ら
榊
原
憲
樹
校

長
に
代
わ
り
、
前
校
長
か
ら
の
引
継
ぎ
事
項
と
し
て
銅
像
の

清
掃
活
動
が
引
き
継
が
れ
た
。
第
一
小
学
校
に
は
治
五
郎
師

範
の
お
孫
さ
ん
や
曾
孫
さ
ん
が
通
学
し
た
こ
と
が
あ
り
、
市

内
の
他
の
小
学
校
と
異
な
り
、
師
範
に
関
す
る
独
自
の
授
業

も
あ
る
と
聞
く
。
ま
た
校
内
に
は
師
範
の
真
筆
に
よ
る『
力
必

達
』『
以
人
為
鏡
』の
２
書
額
が
残
さ
れ
て
い
る
。 
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（
緊
急
掲
載
） 

各
地
の
七
福
神
巡
り
（４
回
目
） 

（ぶ
ら
ぶ
ら
敬
天
愛
人
＝
ブ
ロ
グ
の
タ
イ
ト
ル
） 

佐
々
木 

侑 

２
０
１
７
年
１
月
２３
日 (

月) 

「
新
宿
山
の
手
七
福
神
」の
見
廻
り 

今
年
も
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
の
、
貴
重
な
残
り
福
を
つ
い
で
に

拾
い
つ
つ
、
１
月
２２
日
（日
）に「
新
宿
山
の
手
七
福
神
」の
見
廻

り
に
出
か
け
た
。
こ
の
処
、
日
本
列
島
に
は
関
東
南
部
を
除
く

九
州
か
ら
北
海
道
ま
で
す
っ
ぽ
り
と
大
寒
波
が
襲
い
、
各
地
で

大
雪
の
被
害
が
拡
大
中
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
日
は
、

都
内
は
風
も
な
く
日
だ
ま
り
は
暖
か
く
澄
み
き
っ
た
青
空
の

快
晴
で
、
２０
数
名
の
同
行
者
と
共
に
快
適
な
見
廻
り
日
和
を

過
ご
し
た
。 

 【
こ
の
日
の
行
程
】我
孫
子
駅→

上
野
駅→

秋
葉
原
駅→
四
ツ

谷
駅→

(

丸
ノ
内
線)→

新
宿
御
苑
前
駅→

①
（布
袋
尊
）霞
関

山
太
宗
寺→

②
（恵
比
寿
）稲
荷
鬼
王
神
社→

③
（福
禄
寿
）

大
久
保
山
永
福
寺→

④
（寿
老
人
）春
時
山
法
善
寺→

⑤
（辨

財
天
）厳
嶋
神
社
抜
弁
天→

⑥
（大
黒
天
）大
乗
山
経
王
寺
⇒

⑦
（毘
沙
門
天
）鎮
護
山
善
国
寺→

神
楽
坂
界
隈(

散
策)→

東

京
大
神
宮→

飯
田
橋
駅→

秋
葉
原
駅→

上
野
駅→

我
孫
子

駅 

【
行
動
時
間
６
時
間
、
歩
行
時
間
２
時
間
３０
分
、
休
憩
時
間
１

時
間
３０
分
、
歩
数
：約14,000

歩
】 

 

新
宿
山
之
手
七
福
神
の
概
要 

新
宿
山
之
手
七
福
神
は
、
大
久
保
通
り
の
新
宿
駅
と
飯
田

橋
駅
と
の
間
に
点
在
す
る
７
寺
社
に
よ
る
七
福
神
め
ぐ
り
で
、

５
ヶ
寺
２
神
社
で
構
成
さ
れ
、
約
２
時
間
３０
分
で
参
拝
可
能

な
七
福
神
。 

 

① 

布
袋
尊
）霞
関
山
太
宗
寺 

浄
土
宗 

御
本
尊
阿
弥
陀
如
来
、
慶
長
元
年
（１
５
９
６
）頃
、

太
宗
と
い
う
僧
が
こ
の
地
に
建
て
た
と
い
わ
れ
る
太
宗
庵
を
起

源
と
す
る
。 

徳
川
家
康
江
戸
入
府
に

際
し
て
こ
の
辺
り
を
屋
敷

地
と
し
て
拝
領
し
た
内

藤
家
（後
の
信
濃
高
遠
藩

主
）の
帰
依
も
得
、
内
藤

家
の
菩
提
寺
と
な
っ
た
。 

江
戸
六
地
蔵
の
３
番
地

蔵
、
江
戸
三
閻
魔
の
閻
魔

王
像
、
新
宿
山
之
手
七

福
神
の
布
袋
尊
が
安
置

さ
れ
て
い
る
。 

＊
江
戸
六
地
蔵
の
う
ち
甲
州
街
道
を
守
る
３
番
目
の
地
蔵
が

あ
る
寺
。 

 

＊
江
戸
三
閻
魔
の
閻
魔

大
王
と
奪
衣
婆
の
安
置

さ
れ
て
い
る
閻
魔
堂
が
あ

る
。
。
奪
衣
婆
は
閻
魔
大

王
に
仕
え
、
三
途
の
川
を

渡
る
亡
者
の
衣
服
を
は

ぎ
取
る
と
さ
れ
る
。
衣

を
は
ぐ
と
い
う
こ
と
か
ら
、

内
藤
新
宿
の
伎
楼
の
商

売
神
と
し
て
も
信
仰
さ 

れ
た
と
い
う
。 

＊
布
袋
尊
が
安
置
さ
れ
て
い
る
の
が
写
真
の
阿
弥
陀
堂
。 

 

②
（恵
比
寿
）稲
荷
鬼
王

神
社 

稲
荷
鬼
王
神
社
は
、
戸

塚
諏
訪
神
社
境
内
の
福

瑳
稲
荷
を
承
応
二
年
（１

６
５
３
）に
勧
請
し
た
と
い

い
、
天
保
三
年
（
１
８
３

２
）に
当
地
の
百
姓
田
中

清
右
衛
門
が
熊
野
か
ら

勧
請
し
た
鬼
王
権
現
を

と
合
祀
し
て
稲
荷
鬼
王
神
社
と
な
っ
た
。
全
国
唯
一
の
鬼
の
福

授
け
の
社
と
し
て
信
仰
を
集
め
る
。 

平
将
門
の
幼
名
が「
鬼
王
丸
」と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
名
前
を
取

っ
た
と
の
謂
れ
が
あ
り
、
江
戸
将
門
怨
霊
七
社
の
一
つ
で
あ

る
。 

＊
境
内
の
恵
比
寿
神
社
（三
島
神
社
）に
は
、
新
宿
山
ノ
手
七

福
神
の
恵
比
寿
神
が
安
置
さ

れ
て
い
る
。 

③
（福
禄
寿
）大
久
保
山
永
福

寺 宗
派 

曹
洞
宗 

本
尊 

釈
迦

如
来
、 

創
建
年
代 

慶
長
十

五
年
（１
６
１
０
）以
前
。 

開
基
の
貴
雲
尊
悦
は
慶
長
十

五
年
（１
６
１
０
）入
寂
、
開
山

の
桂
屋
瑞
漱
は
万
治
二
年
（１

６
５
９
）入
寂
と
い
う
こ
と
な
の

で
、
そ
れ
以
前
の
創
建
で
あ
る
。 

 

薬
師
堂
の
薬
師
如
来
は
慈
覚
大
師
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
。 

＊
札
所
本
尊
の
福
禄
寿
は
、
境
内
の
小
堂
に
祀
ら
れ
て
い
る
。 

 

④
（寿
老
人
）春
時
山
法
善
寺 

日
蓮
宗
寺
院
の
法
善
寺
は
、
春

時
山
と
号
し
、
日
相
上
人
（貞

享
四
年
入
寂
）が
創
建
し
た
。

甲
州
の
七
面
山
に
鎮
ま
る
と
い

う
七
面
明
神
は
七
面
天
女
・七

面
大
菩
薩
と
も
称
し
、
身
延

山
の
鎮
守
で
あ
る
。
法
華
経
守

護
の
神
と
し
て
信
仰
を
集
め

た
が
、
江
戸
で
祀
ら
れ
た
の
は

こ
の
寺
が
最
初
だ
そ
う
。
七
面

明
神
は
本
堂
に
祀
ら
れ
、
新 

 

宿
区
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

＊
寿
老
人
は
庫
裏
玄
関
前
小
部
屋
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

＊
法
華
経
守
護
の
神
・七
面
明
神
観
音
の
画
像
・・・省
略 
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⑤
（辨
財
天
）厳
嶋
神
社 

抜
弁
天
厳
島
神
社
は
、
応

徳
三
年
（１
０
８
６
）鎮
守
府

将
軍「
源
義
家
」が
奥
州
征

伐
の
途
上
こ
の
地
に
立
ち
寄

り
、
遠
く
富
士
を
望
み
安

芸
の
厳
島
神
社
に
勝
利
を

祈
願
し
、
奥
州
鎮
定
後
そ
の

御
礼
に
神
社
を
建
て
、
市
杵

島
姫
命
（イ
チ
キ
シ
マ
ヒ
メ
ノ

ミ
コ
ト
）
を
祀
っ
た
と
伝
え

ら
れ
る
。
江
戸
六
弁
天
（本

所
・洲
崎
・滝
野
川
・冬
木
・

上
野
・東
大
久
保
）の
一
つ
で
、

東
大
久
保
の
弁
天
様
と
も

云
う
そ
う
な
。 

＊
参
道
は
南
北
に
通
り
抜

け
で
き
、
ま
た
苦
難
を
切
り

抜
け
た
由
来
か
ら
、
抜
弁

天
と
し
て
庶
民
か
ら
信
仰

さ
れ
た
。 

 

⑥
（大
黒
天
）大
乗
山
経
王

寺 日
蓮
宗
、
経
王
寺
は
、
日
静

大
徳
が
慶
長
三
年
（
１
５
９

８
）市
ヶ
谷
田
町
に
創
建
し
た
。
天
和
三
年
（１
６
９
３
）当
地
に

移
転
し
た
。
当
寺
の
大
黒
天
像
は
、
日
蓮
宗
中
老
日
法
の
作
で
、

日
静
上
人
が
身
延
山
久
遠
寺
よ
り
持
ち
出
し
た
も
の
と
い
い
、

度
重
な
る
火
事
に
も
焼
け
残
っ
た
こ
と
か
ら「
火
伏
の
大
黒

天
」と
し
て
崇
敬
を
集
め
た
。 

＊
開
運
大
黒
天
・火
伏
の
大
黒
天
と
し
て
江
戸
庶
民
の
信
仰

を
集
め
た
。 

 

⑦
（毘
沙
門
天
）鎮
護
山
善
国
寺 

日
蓮
宗
、
善
国
寺
は
、
徳
川
家
康
よ
り
天
下
安
全
の
祈
祷
の
命

を
う
け
て
、
日
惺
上
人
（池
上
本
門
寺
十
二
世
）が
麹
町
六
丁

目
に
文
禄
四
年
（１

５
９
５
）創
建
、
寛
政

五
年
（１
７
９
３
）当

地
へ移
転
し
た
。 

善
国
寺
毘
沙
門
堂

の
毘
沙
門
天
は
、
加

藤
清
正
の
守
本
尊

だ
っ
た
と
も
、
土
中

よ
り
出
現
し
た
と

も
い
わ
れ
、
江
戸
の

三
毘
沙
門
と
称
さ

れ
て
い
る
（
三
毘
沙

門
は
特
定
で
き
ず

不
明
）。 

＊
善
国
寺
本
堂
：本

堂
の
毘
沙
門
天
像

は
撮
影
禁
止 

 

○
番
外
、
東
京
大

神
宮 

東
京
に
お
け
る
伊

勢
神
宮
の
遥
拝
殿

と
し
て
明
治13

年

に
創
建
さ
れ
、「
東

京
の
お
伊
勢
さ
ま
」

と
称
さ
れ
親
し
ま

れ
て
い
る
。
最
初
日

比
谷
の
地
に
鎮
座
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
世
に「
日
比
谷
大
神

宮
」と
称
さ
れ
て
い
た
。
関
東
大
震
災
後
の
昭
和3

年
に
現
在

地
に
移
っ
て
か
ら
は「
飯
田
橋
大
神
宮
」と
呼
ば
れ
、
戦
後
は
社

名
を「
東
京
大
神
宮
」と
改
め
今
日
に
至
る
。
天
照
皇
大
神
・豊

受
大
神
を
主
祭
神
と
す
る
。 

＊
拝
殿
に
は「
良
縁
・結
縁
」を
求
め
る
多
く
の
参
拝
者
の
列 

 

見
廻
り
終
了
後
、
東
京
大
神
宮
通
り
に
あ
る
居
酒
屋「
う
お

座
」で
煮
魚
と
刺
身
の
定
食
（９
８
０
円
）を
肴
に
、
熱
燗
２
合
を

頂
い
た
。 

２
０
１
８
年
１
月
１３
日 (

土)

ブ
ロ
グ 

江
戸
の
情
緒
を
体
感
す
る
『
佐
倉
七
福
神
』
の
見
廻
り 

平
成
３０
年
１
月
１０
日
（水
曜
）、
寒
風
が
時
折
吹
き
す
さ

び
肌
も
ピ
リ
ピ
リ
す
る
寒
さ
で
は
あ
る
が
、
冬
の
好
天
に
恵
ま

れ
た
こ
の
日
、
関
八
州
流
れ
者
軍
団
と
洒
落
込
み
、
江
戸
の
情

緒
を
鼻
水
を
啜
り
な
が
ら
体
感
し
つ
つ
、
本
年
の
七
福
を
招
き

七
難
を
逃
れ
ん
と
佐
倉
市
中
を
七
福
神
の
見
廻
り
を
し
た
。 

実
の
処
、
年
末
か
ら
年
初
に
か
け
て
わ
が
Ｐ
Ⅽ
の
不
具
合
が

発
生
し
身
動
き
が
付
か
ず
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
キ

ー
番
号
入
力
せ
よ
と
の
指
令
を
遂
行
で
き
ず
（ど
こ
に
収
納
し

た
の
か
記
憶
無
し
）ほ
と
ほ
と
困
り
果
て
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

人
間
の
脳
細
胞
は
記
憶
を
呼
び
起
こ
そ
う
と
悩
み
つ
つ
考
え

抜
く
と
突
然
に
記
憶
を
思
い
出
す
も
の
で
あ
る
。
２
週
間
ほ
ど

悩
ん
だ
が
昨
日
ピ
カ
リ
と
仕
舞
い
込
ん
だ
場
所
を
思
い
出
し
た

の
で
、
今
は
ブ
ロ
グ
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
敬
天
愛
人sa-san

で

あ
る
。 

当
日
の
行
程
： 

＊
武
家
屋
敷→

①
、
大
聖

院→

＊
佐
倉
城
跡→

②
、

麻
賀
多
神
社→

＊
お
囃
子

館→

③
、
嶺
南
寺→

④
、

甚
大
寺→

⑤
、
宗
圓
寺→

⑥
、
妙
隆
寺→

⑦
、
松
林
寺

→

＊
旧
堀
田
邸
庭
園 

＊
佐
倉
武
家
屋
敷
・・・佐
倉

に
残
る
江
戸
時
代
の
３
棟
の

武
家
屋
敷
が
公
開
さ
れ
て

い
る
。
当
時
の
武
士
の
暮
し
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
辺

り
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
案
内
人
が
少
々
う
る
さ
く
つ
き
ま
と

っ
て
く
る
。 

 

① 

大
聖
院 

大
和
田
山
大
聖
院
明
王
寺
、
鎌
倉
時
代
の
初
期
に
開
山
さ
れ

た
真
言
宗
豊
山
派
の
寺
院
。
本
尊
の
大
日
如
来
は
佐
倉
市
指

定
有
形
文
化
財
に
指
定
。 

佐
倉
七
福
神
の
う
ち
大
黒
天
（財
宝
、
武
徳
、
除
災
招
福
の
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神
）と
布
袋
尊
（笑
門
来
福
、
夫
婦
円
満
、

子
授
け
の
神
）を
所
蔵
。 

＊
佐
倉
城
跡
・・・水
掘
、
土
塁
、
本
丸
、

天
守
台
な
ど
城
の
面
影
が
残
っ
て
い
る
。

２
０
０
６
年「
日
本
百
名
城
」に
選
定
さ
れ

た
。
こ
こ
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
案
内
人

が
う
る
さ
く
案
内
を
押
売
り
し
て
く
る

の
で
、
辟
易
す
る
こ
と
も
あ
る
。 

 

② 

麻
賀
多
神
社 

旧
佐
倉
藩
の
総
鎮
守
で
、
古
く
か
ら

「
ま
か
た
さ
ま
」と
親
し
ま
れ
、
崇
敬

さ
れ
て
き
た
神
社
。
印
旛
沼
の
東
側

か
ら
南
に
か
け
て
の
地
域
に
の
み
存

在
す
る
神
社
で
あ
る
。 

佐
倉
七
福
神
の
疱
瘡
神
社
恵
比

寿
尊
（商
売
繁
盛
の
神
）と
三
峰

神
社
福
禄
寿
（
長
寿
、
幸
福
の

神
）を
所
蔵
。 

樹
齢
８
０
０
年
以
上
の
大
銀
杏
を

は
じ
め
古
木
・大
樹
に
囲
ま
れ
て

い
る
。
御
祭
神
は「
和
久
産
巣
日

神
」「
稚
産
霊
命
」、
伊
勢
の
神
宮

外
宮
の
御
祭
神
「
豊
受
姫
命
」の

御
親
神
。
人
・万
物
・
事
業
の
生

成
・
発
展
を
見
守
る
神
様
で
、 

恋
愛
・安
産
・子
育
・健
康
・事
業

の
御
神
徳
を
い
た
だ
け
る
神
様
で
あ
る
。 

＊
佐
倉
お
は
や
し
館
・・・郷
土
の
文
化
、
伝
統
行
事
、
物
産
紹

介
な
ど
情
報
の
提
供
が
受
け
ら
れ
る
憩
い
の
場
所
で
あ
る
。 

神
田
囃
子
の
ル
ー
ツ
は
佐
倉
囃
子
だ
そ
う
な
。
・・・省
略 

 

③ 

嶺
南
寺 

清
浄
山
嶺
南
寺
、
曹
洞
宗
で
あ
り
寛
永
十
九
年
（１
６
４
２
）に

松
本
藩
主
堀
田
正
盛
の
佐
倉
移
封
と
共
に
松
本
よ
り
佐
倉
に

移
り
建
立
さ
れ
た
。
本
尊
は「
釈
迦
牟
尼
佛
」で
開
山
は
陽
南

良
雪
大
和
尚
。
本
堂
内
に
は
閻
魔
大
王
を
安
置
し
て
い
る
。 

佐
倉
七
福
神
の
弁
財
天

（唯
一
の
女
神
、
知
恵
財

宝
・
愛
嬌
縁
結
の
神
）
を

祀
る
。
弁
財
天
は
本
堂
内

に
安
置
さ
れ
て
お
り
、
１

月
１
日
？
１０
日
の
み
御

開
扉
し
て
い
る
。 

 

④ 

甚
大
寺 

安
城
山
甚
大
寺
、
天
台

宗
比
叡
山
延
暦
寺
の
末

寺
と
し
て
１
６
１
５
年
に

建
立
さ
れ
た
。
堀
田
家
の

菩
提
寺
で
あ
り
本
尊
は

十
一
面
観
音
菩
薩
。
そ
の

他
金
比
羅
尊
、
不
動
明

王
、
毘
沙
門
天
、
仁
王
尊

が
奉
ら
れ
、
毎
月
１０
日

は
招
福
祈
願
し
て
金
毘

羅
縁
日
が
開
催
さ
れ
賑

わ
う
。
ま
た
、
境
内
に
は

健
康
を
願
っ
て「
お
身
ぬ

ぐ
い
観
音
」が
奉
ら
れ
て

い
る
。 

佐
倉
七
福
神
の
う
ち
、 

堀
田
毘
沙
門
天
（仏
教

四
天
王
の
一
人
、
招
福
利

財
の
神
）を
祀
る
。 

 ⑤ 

宗
圓
寺 

正
覚
山
宗
圓
寺
、
臨
済

宗
妙
心
寺
派
の
お
寺
で
、

本
尊
は
観
世
音
菩
薩
。

寛
永
十
六
年
に
松
本
藩

主
堀
田
正
盛
が
松
本
に

建
立
し
た
円
覚
山
恵
光

院
の
境
内
に
、19

歳
で
卒

去
し
た
弟
堀
田
佐
兵
ヱ
安
利
の

冥
福
を
祈
り
建
立
、
寛
永
十
九

年
（１
６
４
２
）に
佐
倉
の
現
地
に

移
さ
れ
た
。
墓
地
に
は
佐
倉
蘭

学
の
興
隆
を
図
っ
た
順
天
堂
創

立
者
佐
藤
泰
然
の
墓
等
が
あ
る
。 

佐
倉
七
福
神
の
う
ち
、
寿
老
人

（大
地
を
掌
握
す
る
神
様
。
財
宝
、

福
徳
円
満
の
神
）を
祀
る
。 

 ⑥ 

妙
隆
寺 

久
栄
山
妙
隆
寺
、
山
梨
県
身

延
山
久
遠
寺
を
総
本
山
と 

す
る
日
蓮
宗
の
お
寺
。
本

土
寺
（松
戸
市
・あ
じ
さ
い
寺
）

第
９
世
日
意
上
人
に
よ
っ
て
、

文
明
三
年
（１
４
７
１
）に
開
創

さ
れ
た
。
本
堂
は
鎌
倉
様
式
。

境
内
の
墓
所
に
は
、
日
本
で
初

め
て
種
痘
を
し
た
と
さ
れ
る

医
師
、
鏑
木
尚
安
・仙
安
ほ
か

先
人
が
多
く
眠
っ
て
い
る
。 

佐
倉
七
福
神
の
う
ち
、
大
黒

天
（大
地
を
掌
握
す
る
神
様
。

五
穀
豊
穣
、
福
徳
円
満
の
神
）を
祀
る
。 

 ⑦ 

松
林
寺 

玉
寶
山
松
林
寺
、
浄
土
宗
寺

院
、
初
代
佐
倉
藩
主
土
井
利

勝
が
土
井
家
の
菩
提
寺
と
し

て
、
慶
長
十
五
年(

１
６
１
０)

に

建
立
し
た
。
佐
倉
城
の
築
城
と

同
時
期
に
建
立
さ
れ
た
現
本

堂
は
、
土
井
利
勝
が
春
日
局

よ
り
譲
り
受
け
た「
聖
観
音

像
」を
安
置
す
る
為
に
建
て
た

観
音
堂
で
千
葉
県
の
有
形
文

化
財
指
定
。
境
内
に
は
、
土
井
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利
勝
の
両
親
と
妻
の
墓
が
あ
る
。
毘
沙
門
像
は
、
徳
川
家
康
の

五
男
武
田
信
吉
を
祀
っ
た
後
に
、
松
林
寺
に
奉
納
さ
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
る
。 

佐
倉
七
福
神
の
一
つ
土
井
毘
沙
門
天
（仏
教
四
天
王
の
一

人
。
融
通
招
福
の
神
）を
祀
る
。 

 

＊
旧
堀
田
邸
、
さ
く
ら
庭
園
・・・建
物7

棟
は
、
旧
堀
田
家
住

宅
と
し
て
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
明
治
時
代

の
上
級
和
風
邸
宅
と
し
て
庭
園
と
と
も
に
残
る
貴
重
な
建
造

物
で
あ
る
。 

 

柳
宗
悦
を
支
え
た
兼
子
（
そ
の
２
） 

 

 
 
 
 

大
井 

正
義 

 
 
 
 

（
註
、
文
中
（ 

）
数
字
は
参
考
文
献
、
文
末
参
照
） 

功
績
が
認
め
ら
れ
た
の
は
宗
悦
の
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
兼
子
も
活
動
が
認
め
ら
れ
紫
綬
褒
章
と
芸
術
院
恩
賜
賞

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
特
に
後
賞
の
受
賞
は
女
性
初
の
こ
と
で

し
た
の
で
、
大
き
な
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の

こ
と
は
後
年
（１
９
７
２〔
昭
和
四
十
七
〕年
）、
さ
ら
に
声
楽
家

と
し
て
初
め
て
芸
術
院
会
員
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
で
わ
か
り

ま
す
。
八
十
歳
の
と
き
で
し
た
（２
）。  

 

宗
悦
は
結
婚
後
間
も
な
く
、
後
に「
民
芸
」と
い
う
言
葉
を

提
唱
す
る
こ
と
に
な
る
、
日
常
生
活
に
使
用
し
て
い
る
、
雑
器

と
考
え
ら
れ
て
い
た
李
朝
の
陶
磁
器
か
ら
美
を
着
想
し
ま
し

た
。
（李
朝
の
白
磁
は
雑
器
と
は
思
え
ま
せ
ん
が
）。
そ
の
後
も

木
喰
上
人
（１
７
１
８〔
享
保
三
〕年
～
１
８
２
５
（文
政
八
〕年
）

が
彫
っ
た
、
怖
い
閻
魔
様
も
微
笑
ん
で
し
ま
う
、
人
々
が
安
ら

ぎ
を
感
じ
る
、
他
に
例
が
見
ら
れ
な
い
、
型
破
り
な
大
胆
に
ユ

ー
モ
ラ
ス
に
微
笑
ん
で
い
る
、「
微
笑
の
木
喰
仏
」等
の
研
究
を

追
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
木
喰
上
人
は
北
海
道
か
ら

九
州
地
方
ま
で
行
脚
を
し
た
の
で
、
１
９
８
３
（昭
和
五
十
八
）

年
時
で
８
０
３
体
の
仏
像
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
（３
）、
（９
）。 

こ
の
二
つ
の
研
究
の
み
で
も
、
長
期
間
の
宿
泊
を
費
や
し
た

研
究
で
し
た
が
、
柳
の
思
想
活
動
ま
で
考
え
る
と
、
か
な
り
な

資
金
を
必
要
と
し
た
生
涯
で
し
た
。 

宗
悦
が『
我
孫
子
か
ら 

通
信
一
』を
描
い
た
時
は
、
前
述
の

二
つ
の
こ
と
が
考
察
で
き
ま
す
が
、
兼
子
の
献
身
的
な
生
活
を

見
る
と
、
あ
の
美
し
い
文
に
は
、
そ
の
こ
と
の
み
で
な
く
様
々

な
幸
福
感
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
大

胆
に
想
像
す
れ
ば
、
兼
子
と
結
婚
で
き
た
幸
せ
と
、
こ
の
よ
う

な
生
活
が
で
き
る
、
生
涯「
売
れ
な
い
作
家
生
活
」が
で
き
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
、
も
っ
と
深
い
幸
せ
の
感
謝
の
想
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
文
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ま
す
。  

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

我
孫
子
の
柳
夫
妻
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
秋
谷
半
七
氏

の
取
材
か
ら
嘉
納
お
よ
び
柳
夫
妻
と
白
樺
派
の
人
た
ち
の
生

活
も
わ
か
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
取
材
と
発
表
さ
れ
て
い
る
文

を
参
考
に
、
彼
等
が
我
孫
子
の
人
た
ち
に
様
々
な
影
響
を
与

え
て
い
た
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。 

１
．
嘉
納
は『
嘉
納
治
五
郎
』等
に
み
ら
れ
よ
う
に
、
ほ
ぼ
毎
週

の
よ
う
に
我
孫
子
に
や
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
な
か
で
手
賀
沼
の
ウ
ナ
ギ
が
好
物
で
あ
る
こ

と
が
わ
り
、
駅
か
ら
自
宅
に
向
か
う
途
中
で
か
ば
焼
を

注
文
し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
に
話
か
け
た
り
、
気
軽
に
町

の
人
と
話
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
我
孫
子

小
学
校
長
に「
力
必
達
」「
似
人
為
鏡
」の
書
額
を
贈
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
町
の
人
た
ち
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。 

２
．
柳
は
、
我
孫
子
の
人
た
ち
は
喧
嘩
を
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ

て
い
る
の
で
、
こ
の
記
述
か
ら
は
、
柳
は
我
孫
子
の
人
た
ち

に
好
意
を
も
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
（１
）。
柳

が
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
白
樺
派
の
人

た
ち
は
町
の
人
た
ち
と
交
流
は
な
か
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
事
実
で
し
た
で
し
ょ
う
。 

前
述
の
柳
夫
妻
の
生
活
を
考
え
る
と
二
人
は
生
涯
仲
む

つ
ま
じ
か
っ
た
よ
う
に
み
え
ま
す
が
、
波
風
が
立
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
宗
悦
は
山
の
手
育
ち
な
の
で
、
荒
々

し
い
言
葉
を
好
ま
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
一
方
、
兼
子
は

下
町
育
ち
で
し
た
の
で
、
荒
々
し
い「
下
町
言
葉
」で
話
し

て
い
た
か
ら
で
す
。
こ
の
こ
と
が
柳
夫
妻
に
波
風
が
た
っ

た
一
つ
の
原
因
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
（６
）。
（ 

当
時
の「
我
孫
子
言
葉
」は「
下
町
言
葉
」以
上
に
荒
々
し

か
っ
た
の
で
、
柳
は
我
孫
子
の
人
た
ち
を
こ
の
よ
う
に
感

じ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
あ
の
文
は
柳
が
我

孫
子
に
住
ん
で
間
も
な
く
の
文
で
し
た
。
同
じ
く
我
孫
子

に
住
ん
だ
杉
村
楚
人
冠
は
、
町
の
人
た
ち
を
温
か
く
見

て
い
ま
す
。
柳
は
後
年
、「
仏
の
国
に
は
美
醜
が
な
い
の
で

あ
る
」、
と
い
っ
て
お
り
（６
）、
次
の
よ
う
に
町
の
人
た
ち

と
交
流
し
て
い
る
の
で
、
柳
は
我
孫
子
の
人
た
ち
への
感
じ

方
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

３
．
（リ
ー
チ
が
我
孫
子
に
移
住
し
て
き
た
の
は
、
氏
の
師
匠
で

あ
っ
た
陶
芸
家
の
尾
形
乾
山
は
、
葦
に
囲
ま
れ
た
手
賀

沼
を
見
は
ら
す
柳
の
土
地
に
あ
っ
た
、
再
建
さ
れ
る
予

定
で
あ
っ
た
古
い
窯
を
、
リ
ー
チ
が
買
い
取
る
こ
と
に
同

意
し
て
く
れ
た
か
ら
で
し
た
（
１０
）。 

リ
ー
チ
は
陶
器
を
焼
い
て
い
た
の
で
、
我
孫
子
小
学
校
で

は
陶
器
を
焼
く
こ
と
を
授
業
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
し
た
。

白
樺
派
の
人
た
ち
は
芸
術
に
深
い
理
解
を
持
っ
て
い
た
の

で
、
彼
ら
の
影
響
を
受
け
て
、
我
孫
子
小
学
校
は
芸
術
教

育
に
力
を
入
れ
す
ぎ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

リ
ー
チ
の
子
息
デ
ビ
ッ
ト
は
、
子
ど
も
た
ち
と
遊
ぶ
と
き

は
日
本
語
で
、
リ
ー
チ
と
は
英
語
で
話
し
て
い
た
の
で
、

英
語
を
学
ぶ
子
ど
も
が
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。
飯
泉
重
賢

（し
げ
か
た
）は
英
語
を
宗
悦
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま

し
た
。 

４
．
兼
子
が
歌
の
練
習
を
始
め
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
の

素
晴
ら
し
さ
し
に
聴
き
ほ
れ
ま
し
た
。
（こ
の
光
景
は
子

ど
も
た
ち
に
も
好
ま
れ
た
歌
を
唄
っ
た
と
き
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
）。
こ
の
よ
う
な
影
響
が
あ
り
、
音
楽
学
校
に

入
学
し
た
人
が
い
ま
し
た
。
こ
の
人
が
結
婚
し
た
と
き
は
、

柳
夫
妻
は
仲
人
を
依
頼
さ
れ
引
き
受
け
て
い
ま
し
た
。

（残
念
な
こ
と
に
氏
名
は
聞
き
損
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
） 

５
．
宗
悦
が
志
賀
宅
に
遊
び
？
に
行
っ
て
い
る
と
き
、
兼
子
は

志
賀
宅
に
む
か
っ
て「
お
父
さ
ん
」と
呼
ぶ
と
、
声
が
届
い

た
の
で
帰
っ
て
き
た
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
武
者
小
路

実
篤
が
柳
宅
に
く
る
と
、
宗
悦
は
志
賀
宅
に
向
か
っ
て

「
武
者
が
来
た
ぞ
う
」と
叫
ぶ
と
、
志
賀
が
や
っ
て
き
た
と

の
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
当
時
の
我
孫
子
は
、
柳
が

求
め
た
静
寂
な
環
境
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。  

６
．
白
樺
派
の
人
た
ち
が
我
孫
子
に
住
ん
だ
の
で
、
散
歩
を
す

る
人
が
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
で
き
、
我
孫
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子
の
人
た
ち
も
楽
し
み
ま
し
た
。 

７
．
我
孫
子
の
人
た
ち
は
前
述
の
よ
う
に
、
柳
や
白
樺
派
の
人

た
ち
と
交
流
し
た
人
も
い
ま
し
た
が
、
多
く
の
人
は
交
流

し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
彼
ら
か
ら
直
接
間
接
に
様
々
な

影
響
を
受
け
た
の
で
、
白
樺
派
の
人
た
ち
が
我
孫
子
に

住
ん
で
か
ら
は
上
級
学
校
に
す
す
む
子
が
多
く
な
り
ま

し
た
。 

８
．
我
孫
子
小
学
校
校
長
の
子
息
は
柳
宅
に
書
生
と
し
て
出

入
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
茶
碗
を
持
っ
て
き
て
、

柳
に「
こ
の
茶
碗
も
民
芸
品
で
す
か
」と
尋
ね
て
い
ま
す
。

こ
の
質
問
に
柳
は「
日
用
品
で
あ
っ
て
も
、
心
を
こ
め
て
つ

く
っ
た
作
品
で
な
け
れ
ば
、
民
芸
品
と
い
え
な
い
」と
答

え
ま
し
た
。 

こ
れ
等
の
時
代
は
、
兼
子
が
東
京
生
活
で
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て

い
る
と
、
出
入
り
の
人
に「
変
な
も
の
叩
い
て
い
る
」と
い
わ
れ
た

時
代
で
し
た
（２
）。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
我
孫
子
の
人
た
ち
は
、

兼
子
が
唄
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
著
名
な
歌
曲
を
聞
い
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
散
歩
や
テ
ニ
ス
を
し
た
人
は
一
部
の
人
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
が
現
わ
れ
た
こ
と

は
、
歌
曲
を
聞
い
た
人
た
ち
と
共
に
、
我
孫
子
に
、
あ
る
い
は

日
本
に
新
し
い
文
化
が
登
場
し
た
こ
と
を
感
じ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

こ
こ
に
述
べ
た
こ
と
は
主
と
し
て
取
材
記
で
す
が
、「
我
孫
子

市
史
研
究
セ
ン
タ
ー
」会
員
と
、
本
会
会
員
の
皆
様
は
白
樺
派

に
つ
い
て
研
究
し
、
発
表
し
て
お
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
発
表

も
併
せ
て
考
察
す
る
と
、
白
樺
派
の
人
た
ち
が
我
孫
子
の
人

た
ち
に
与
え
た
影
響
は
大
き
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ

の
な
か
で
も
取
材
で
注
目
し
た
の
は
８
項
で
、
柳
が
提
唱
し
た

「
民
芸
の
美
」に
つ
い
て
は
様
々
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
心

を
こ
め
て
、
・・・」と
い
う
、
柳
の
具
体
的
な
言
葉
を
知
っ
た
の
は

初
め
て
の
こ
と
で
す
。 

柳
が
提
唱
し
た「
民
芸
の
美
」は
難
解
で
す
が
考
察
す
れ
ば
、

「
名
も
な
い
無
学
の
無
名
の
民
衆
で
あ
る
工
人
が
つ
く
っ
た
、
雑

器
と
い
わ
れ
て
い
る
工
芸
品
の
陶
器
や
箪
笥
等
の
日
用
品
に

も
美
が
あ
る
」と
い
う
考
え
方
で
す
。
柳
は
工
芸
品
を
こ
の
よ

う
に
考
え
た
の
で
、
こ
れ
等
の
作
品
を「
民
衆
の
工
芸
」と
考
え

ま
し
た
が
、
詰
め
て「
民
芸
」と
し
た
の
で
す
。
こ
の
提
唱
は
新

し
い
美
の
提
唱
で
し
た
（３
）。 

一
方
、
柳
が
唱
え
た「
民
芸
の
美
」に
つ
い
て
は
、
柳
の
説
以

外
に
も
多
説
あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
に
は
柳
の「
民
芸
の
美
」の

欠
如
を
唱
え
る
説
も
あ
り
、
そ
の
な
か
の
一
つ
に
次
の
記
述
が

あ
り
ま
す
。 

柳
に
は
無
学
で
美
意
識
を
持
た
な
い
筈
の
工
人
が
、
美
し
い

器
物
を
創
り
得
る
の
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
た

め
古
民
芸
品
の
美
を
見
る
と
き
で
も
、
無
学
な
工
人
が
美
し
い

民
芸
品
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
そ
こ
に
は
何
か
特
別

な
神
秘
的
な
力
が
働
い
た
と
考
え
た
、
と
述
べ
て
い
ま
す
（４
）。 

縄
文
人
は
当
時
の
最
高
技
術
（学
術
か
？
）を
学
ん
で
、
調

理
器
具
で
あ
る
火
焔
土
器
等
を
作
っ
て
い
る
の
で
、
柳
が
考
え

る
無
学
と
は
何
を
基
準
に
し
て
い
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

「
神
秘
な
力
」に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
考
え
ま
す
。 

名
人
と
い
わ
れ
た
工
人
で
も
、
さ
ら
に
高
み
を
目
指
ざ
せ

ば
苦
悩
の
世
界
で
す
。
そ
の
よ
う
な
時
、
不
思
議
な
こ
と
に
神

が
降
り
て
き
て
、
ひ
ら
め
き
を
与
え
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
柳
な
ら
こ
の
よ
う
な
体
験
を
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
と
考
え
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に「
民
芸
の
美
」に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
柳
が
取

集
し
た
品
々
は
、「
雑
器
と
述
べ
な
が
ら
高
価
な
品
々
で
は
な

い
か
」と
述
べ
る
説
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
説
は
柳
が
考
え
る「
心

を
こ
め
て
つ
く
っ
た
作
品
で
な
け
れ
ば
、
民
芸
品
と
は
い
え
な

い
」と
す
れ
ば
、
民
芸
品
は
）そ
の
こ
と
を
満
た
す
作
品
に
な
る

の
で
、
そ
れ
に
相
応
し
い
価
格
に
な
っ
た
と
考
え
ま
す
。
い
ず
れ

に
せ
よ
私
が
柳
の
民
芸
論
に
魅
せ
ら
れ
る
の
は
、
改
め
て
述
べ

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
名
も
な
い
無
名
の
工
人
」に
視

点
を
向
け
た
こ
と
で
す
。
（了 
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． 

鶴
見
俊
輔『
柳
宗
悦
』平
凡
社
発
行 

１
９
７
６
年 

７
． 

国
立
西
洋
美
術
館『
ウ
イ
リ
ア
ム
・ブ
レ
ー
ク
展
』（１
９
９

０
年
９
月
開
展
）図
録 

日
本
経
済
新
聞
社
発
行 

８
． 

「
朝
日
新
聞
」２
０
２
０
年
５
月
２
３
日
（土
）号『
手
賀
沼
の

近
く
芸
術
家
が
集
う
』 

９
． 

船
橋
・西
部
美
術
館『
木
喰
仏
彫
刻
展
』（昭
和
五
十
八

年
八
月
開
展
）、
同
展
の
図
録
と
し
て
置
か
れ
て
い
た「
別

冊
太
陽『
木
喰
の
微
笑
仏
』」平
凡
社
発
行 

１
９
８
３
年 

１０
．
バ
ー
ナ
ー
ド
・リ
ー
チ
、
福
田
陸
太
郎
訳『
東
と
西
を
超

え
て
』日
本
経
済
新
聞
社
発
行 

昭
和
五
十
七
年 

 

 

｢

我
孫
子
の
文
化
四
十
年
の
歩
み｣

に
寄
せ
て 

 

坪
内
園
子
様
か
ら
お
手
紙 

越
岡 

禮
子 

当
会
発
行
の
記
念
誌『
我
孫
子
の
文
化
四
十
年
の
歩
み
』を

読
ま
れ
た
、
嘉
納
治
五
郎
の
曾
孫
に
あ
た
る
坪
内
園
子
様
か

ら
お
手
紙
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
の
一
部
を
以
下
に
記

し
ま
す
。 

一
．『
四
十
年
誌
』は
治
五
郎
研
究
の
ひ
と
つ
の
到
達
点
と
し
て

今
後
参
考
に
さ
れ
る
貴
重
な
文
献
と
感
じ
た
こ
と
。 

二
．『
四
十
年
誌
』は
（嘉
納
家
の
）親
戚
の
方
々
も
目
を
通
さ

れ
、
色
々
話
題
に
さ
れ
た
こ
と
。
私
（越
岡
）の
書
い
た
文
章
の

中
の「
松
輪
別
荘
」に
つ
い
て
は
一
般
に
知
ら
れ
て
い
な
い
に
も

拘
わ
ら
ず
よ
く
調
べ
た
と
驚
か
れ
た
こ
と
。
松
輪
別
荘
に
は
坪

内
様
の
お
父
様
も
行
か
れ
、
皆
川
都
さ
ん
も
美
大
生
だ
っ
た

時
に
行
か
れ
こ
と
が
あ
り
、
楽
し
い
思
い
出
だ
っ
た
と
語
ら
れ

た
こ
と
。 

一
方
、
私
の
書
い
た
部
分
に
つ
い
て
誤
り
の
指
摘
と
修
正
の
依

頼
も
あ
り
ま
し
た
。 

三
．
９５
上
段
ペ
ー
ジ
五
行
目「
・・・生
源
寺
順
の
墓
所
は
青
山

霊
園
の「
一
種
十
七
側
」に
あ
り
ま
す
。
」を 

 

「
・・・・生
源
寺
順
の
墓
は
、
順
の
孫
が
現
在
我
孫
子
に
在
住

し
て
い
て
二
〇
一
六
年
か
ら
手
賀
沼
の
近
く
の
城
山
聖
地
霊

園
に
あ
り
ま
す
。
」に
訂
正
し
ま
す
。 

以
上
が
坪
内
様
の
お
手
紙
の
主
な
内
容
で
す
が
、
別
途
、
私

自
身
が
後
に
間
違
い
に
気
づ
い
た
箇
所
に
つ
い
て
も
併
せ
て
修

正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

                                

我孫子の文化を守る会                                  ６ 



９４
ペ
ー
ジ
下
段
最
終
行
目 

「
・・・柳
楢
悦
と
勝
子
の
墓
は
同
じ
染
井
霊
園
の
・・・」を 

 
「
・・・柳
楢
悦
と
勝
子
の
墓
は
青
山
霊
園
の
・・・」に
修
正
し
ま

す
。
参
考
と
し
た
資
料
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。 

 『
四
十
年
誌
』を
読
ん
で 

「
第
二
章「
研
究
論
文
・随
想
な
ど
」の
寄
稿
文
ジ
ャ
ン
ル
の
広
さ

に
び
っ
く
り
し
て
い
て
、
こ
れ
が「
我
孫
子
の
文
化
を
守
る
会
」の

特
性
な
ん
だ
と
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

会
は
、
過
去
に
我
孫
子
に
関
連
し
た
人
物
や
出
来
事
、
地
理

を
深
堀
り
し
、
研
究
す
る
有
志
の
会
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
勿

論
そ
う
だ
と
は
改
め
て
思
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

現
在
か
ら
将
来
に
向
け
て
、
我
孫
子
発
の
文
化
を
新
た
に
構

築
し
て
い
く
会
な
ん
だ
な
と
気
が
付
き
ま
し
た
。
（ｊ
・Ｋ
） 

 「
大
変
立
派
な
冊
子
で
驚
き
ま
し
た
。
そ
し
て
私
の
拙
い
文
を

掲
載
し
て
頂
き
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。
充
実
し
た
四
十
年
の

歩
み
が
ぎ
っ
し
り
詰
り
、
皆
様
の
お
活
躍
や
足
跡
が
ま
と
め
ら

れ
た
貴
重
な
一
冊
で
す
ね
。
ゆ
っ
く
り
と
目
を
通
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
」（Ｍ
・Ｔ
） 

 『
四
十
年
誌
』の
正
誤
に
つ
い
て 

４５
ペ
ー
ジ
嘉
納
治
五
郎
系
図 

表
中
右
下 

 
 

（誤
）履
生 

 
 

（正
）履
正 

１
７
５
ペ
ー
ジ
上
段
１２
行
目 

（誤
）大
正
十
一
年 

（正
）大
正
十
二
年 

２
８
４
ペ
ー
ジ
下
段
１
行
目
か
ら
２
行
目 

 
 

（誤
）新
田
の
妻
～
詳
し
い
。 

 
 

（正
）近
隣
の
人
々
か
ら
の
話
で
も
伺
え
た
。 

  

  

志
賀
直
哉
作
品
『
和
解
』
と
我
孫
子 

村
上 

智
雅
子 

『
和
解
』は
、
我
孫
子
を
題
材
と
し
た
七
作
品
（我
孫
子
時
代

に
書
か
れ
た
の
は
五
作
品
）、
い
わ
ゆ
る
我
孫
子
も
の
の
中
で
唯

一
の
中
編
作
品
で
あ
り
、
志
賀
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
で
す
。 

 

大
正
六
年
十
月『
和
解
』は
雑
誌『
黒
潮
』に
発
表
さ
れ
ま
し

た
が
、
同
年
八
月
三
十
日
に
永
年
の
父
と
の
対
立
が
解
け
た
こ

と
を
喜
び
、
十
五
日
に
百
五
十
枚
、
一
気
呵
成
に
書
か
れ
ま

し
た
。
そ
れ
故
ま
と
ま
り
に
欠
け
ま
す
が
、
志
賀
の
剛
毅
に
秘

め
ら
れ
た
優
し
さ
が
生
の
ま
ま
に
現
わ
れ
て
い
て
、
心
を
捉
え

ま
す
。 

発
表
当
初
、『
和
解
』は
文
壇
で
様
々
な
反
響
を
起
こ
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
林
秀
雄
や
和
辻
哲
郎
、
小
宮
豊
隆
な

ど
多
く
の
評
論
家
が
賛
辞
を
お
く
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
冷
評
も
酷
評
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
発
表
当
時

の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
同
作
品
の
世
界
を
見
て
い
き
ま

す
。 作

品
の
舞
台
は
、
東
京
の
青
山
墓
地
か
ら
麻
布
三
河
台
の

志
賀
邸
、
そ
し
て
我
孫
子
の
志
賀
邸
と
回
春
堂
ま
で
の
道
の
り
、

さ
ら
に
和
解
後
に
我
孫
子
を
訪
れ
た
父
を
見
送
る
我
孫
子
駅

に
至
る
ま
で
の
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
改
め
て
読
む
と
克

明
に
描
か
れ
て
い
る
背
景
と
し
て
の
我
孫
子
の
情
景
や
風
物
に

興
味
を
そ
そ
ら
れ
ま
す
。 

作
品
の
内
容
は
三
部
に
分
か
れ
、
第
一
部
は
最
初
の
子
の
誕

生
前
後
と
そ
の
死
を
巡
っ
て
の
緊
迫
し
た
場
面
、
第
二
部
は
次

女
の
無
事
な
出
産
に
立
ち
会
っ
た
鮮
烈
な
誕
生
場
面
、
第
三

部
は
青
年
時
代
か
ら
対
立
し
て
い
た
父
と
の
朴
訥
な
が
ら
感

動
的
な
和
解
の
場
面
と
そ
の
後
日
譚
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
和
解
後
に
我
孫
子
を
訪
れ
た
父
を
、
主
人
公
が

我
孫
子
駅
ま
で
送
っ
て
行
き
、
フ
ォ
ー
ム
で
の
父
と
子
の
情
の
行

き
交
い
と
見
送
る
列
車
の
あ
り
様
な
ど
の
描
写
が
卓
越
し
て
い

ま
す
。 

こ
の
駅
で
の
見
送
り
は
、
父
と
子
と
永
い
不
和
が
解
け
、
こ

れ
か
ら
始
ま
る
変
わ
ら
な
い
絆
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
父
子

の
和
解
を
巡
っ
て
は
、
多
く
の
評
論
家
は
、
志
賀
が
結
婚
し
て

子
を
得
て
家
長
と
な
り
、
父
と
同
じ
立
場
に
な
っ
て
共
感
し
、

老
い
た
父
と
の
親
愛
の
情
を
持
つ
血
縁
や
肉
親
の
情
に
よ
る
も

の
と
し
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
大
き
な
い
の
ち
そ
の
も
の
への
静

か
な
感
動
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。  

 

十
月
十
七
日
の
放
談
く
ら
ぶ
で
は
、
作
品
の
重
要
個
所
の

原
文
の
朗
読
に
耳
を
傾
け
、
志
賀
直
哉
の
文
体
の
魅
力
と
我

孫
子
の
当
時
の
情
景
を
思
い
描
き
、
共
に
味
わ
い
た
い
と
思
い

ま
す
。 

寄
稿 

「
柳
楢
悦
と
嘉
納
治
五
郎
と
の
関
り
を
探
る
」の
講
演
を 

聞
い
て
。 

ふ
る
さ
と
我
孫
子
ガ
イ
ド
の
会 

 

中
込 

力
三 

明
治
二
十
二
年
に
柳
宗
悦
の
父
親
で
あ
る
柳
楢
悦
が
手
賀

沼
を
訪
れ
て
い
た
と
の
報
道
は
、
当
時
、
と
て
も
衝
撃
的
で
あ

り
興
奮
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

そ
れ
は
、
楢
悦
が
明
治
二
十
二
年
二
月
に
手
賀
沼
を
訪
れ
、

手
賀
沼
鴨
猟
の
実
踏
調
査
報
告
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た「
鳧

雁
狩
猟
説
」の
存
在
の
発
見
で
し
た
。
そ
れ
を
伝
え
た
の
は
、
当

時
、
白
樺
文
学
館
学
芸
員
の
竹
下
賢
治
さ
ん
で
し
た
。
そ
れ
か

ら
９
年
経
ち
ま
し
た
が
、
そ
の
竹
下
さ
ん
が
掲
題
の
タ
イ
ト
ル

で
の
講
演
が
あ
る
事
を
知
り
期
待
を
込
め
て
参
加
し
ま
し
た
。 

講
演
の
内
容
は
、
柳
楢
悦
と
嘉
納
治
五
郎
を
俯
瞰
的
な
立

場
か
ら
分
析
し
て
関
り
を
探
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
し
た
。
私
と
し

て
は
、
期
待
通
り
の
内
容
で
あ
り
、
更
に
、
柳
楢
悦
、
嘉
納
治

五
郎
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
事
を
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。 

 

今
回
、
確
認
出
来
た
こ
と
は
次
の
２
点
で
す
。 

①
殖
産
興
業
に
二
人
と
も
関
心
を
持
ち
発
展
に
尽
力
。 

 
 

柳
楢
悦
・・・明
治
十
五
年
に
大
日
本
水
産
会
の
立
ち
上
げ

に
尽
力
し
名
誉
会
員
と
な
っ
て

い
る
。
明
治
二
十
一
年
海
軍

水
路
部
長
を
退
任
後
、
殖
産

興
業
の
発
展
の
為
に
活
動
し

て
い
る
。
（写
真
右
） 

治
五
郎
・・・明
治
三
十
一
年「
殖

産
興
業
と
教
育
に
関
す
る
提

言
」
を
雑
誌
「
國
土
」
に
。
我

孫
子
の
嘉
納
農
園
は
、
こ
の

一
環
で
あ
り
実
践
の
場
。 

二
人
は
、
義
兄
弟
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
二
人
が
殖
産
興
業
を
軸
に
日

本
の
将
来
、
行
末
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
た
で
あ
ろ
う
と
、
竹
下
氏
は

推
察
し
て
い
る
。 

 

 

７                              我孫子の文化を守る会                              

あ
び
こ
だ
よ
り
９７

号 



②
柳
楢
悦
・勝
子
夫
妻
の
長
男
悦
多
は
、
二
人
の
思
い
を
込
め

て
育
成
。 

楢
悦
の
偉
業
は
、
悦
多
に
引
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
。 

柳
楢
悦
が
関
与
し
た
大
日
本
水
産
会
は
、
明
治
三
十
四
年

か
ら
各
地
に
水
産
講
習
所
を
開
設
。
千
葉
館
山
に
水
産
講
習

所
が
開
設
さ
れ
、
悦
多
は
明
治
三
十
六
年
に
入
所
し
て
い
る
。

又
、
悦
多
は
、
早
く
か
ら
嘉
納
塾
と
講
道
館
で
薫
陶
を
受
け
、

頭
角
を
現
わ
し
て
い
る
。
竹
下
氏
は
、
入
塾
は
楢
悦
と
嘉
納
と

の
契
約
だ
っ
た
と
推
察
し
て
い
る
。 

柳
楢
悦
は
４８
歳
の
時
に
、
嘉
納
治
五
郎
の
姉
、
勝
子
と
結

婚
し
て
い
る
。 

こ
の
事
か
ら
治
五
郎
は
、
楢
悦
の
義
弟
と
な
り
、
日
頃
か
ら

意
見
を
交
わ
し
て
い
る
事
が
想
像
出
来
る
。 

竹
下
氏
が
推
察
し
た
前
記
の
２
項
は
、
可
能
性
が
高
い
と
思

わ
れ
る
。 

楢
悦
は
、
明
治
二
十
四
年
一
月
に
肺
炎
の
為
逝
去
し
て
い
る
。

こ
の
年
の
八
月
に
治
五
郎
は
、
竹
添
須
磨
子
と
柳
邸
で
結
婚

式
を
挙
げ
て
い
る
。
楢
悦
の
死
後
、
治
五
郎
が
柳
家
の
支
援
を

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
引
き
続
き
柳
家
と
は
密
接
な
関
係
を

保
っ
て
い
る
。
こ
の
流
れ
の
中
で
、
柳
宗
悦
・兼
子
夫
妻
が
我
孫

子
に
住
む
こ
と
に
。 

さ
て
、
柳
楢
悦
と
嘉
納
治
五
郎
の
関
り
は
理
解
出
来
た
が

新
た
に
次
の
点
に
研
究
課
題
を
見
出
し
た
。 

①
嘉
納
治
五
郎
と
柳
宗
悦
の
関
係
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
？ 

 

治
五
郎
の
宗
悦
に
対
す
る
期
待
は
何
か
。
（長
男
悦
多
と
比

し
て
） 

②
悦
多
と
宗
悦
の
兄
弟
関
係 

 

悦
多
は
、
大
正
二
年
に
千
葉
館
山
に
定
住
し
て
い
る
。 

 

宗
悦
は
、
大
正
三
年
に
我
孫
子
に
住
む
。 

二
人
は
、
ど
の
程
度
の
交
流
を 

行
っ
て
い
た
の
か
？ 

③
嘉
納
農
園
の
殖
産
興
業
の
面
か
ら
の
検
討
。 

 

「
嘉
納
後
楽
農
園
の
思
い
出
」（松
本
芳
雄
著
）を
参
考
に
。 

④
柳
楢
悦
の
趣
味
の
研
究 

 

植
物
、
料
理
、
詩
歌
等 

最
後
に
、
嘉
納
治
五
郎
が
我
孫
子
に
別
荘
を
設
け
た
背
景

に
、
柳
楢
悦
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
、
増
々
、
確
信
を
得
た
次

第
で
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

以
上 

 

第
三
十
回
短
歌
の
会
（
最
終
採
択
の
一
首
） 

七
月
二
十
七
日
実
施 

 
 
 
 
 
 

月
蝕
を
心
弾
ま
せ
手
賀
沼
へ 

見
え
ぬ
満
月
帰
る
夜
道
は 

芦
崎 

敬
己  

夫
逝
き
余
白
と
思
ひ
し
こ
の
日
々
を 

楽
し
む
こ
と
の
ふ
と
罪
に
似
て 

伊
奈
野 

道
子 

 叔
母
は
死
に
我
は
死
な
ず
に
成
長
し 

そ
の
ま
ま
今
に
至
り
た
り
け
り 

三
谷 

和
夫  

鉢
植
え
の
桔
梗
今
年
も
株
増
し
て 

将
門
伝
説
知
ら
ぬ
か
の
や
う 

美
崎 

大
洋 
 

古
利
根
の
ほ
と
り
に
不
動
尊
ま
つ
ら
れ
て 

釣
り
す
る
老
人
沼
の
精
や
も 

納
見 

美
恵
子 

 ま
た
今
年
深
く
山
入
り
岩
魚

こ

つ

酒 さ
け

に 

君
の
ほ
ほ
笑
み
酔
ひ
て
楽
し
く 

佐
々
木 

侑  

「あ
り
が
と
う
」をLIN

E
で
な
く
て
電
話
す
る 

よ
ろ
こ
び
多
く
伝
へ
る
た
め
に 

飯
高 

美
和
子 

 葉
桜
の
道
を
歩
め
ば
さ
ま
ざ
ま
な 

思
い
出
浮
か
び
は
や
親
水
広
場 

村
上 
智
雅
子 

   

 
 

１
０
０
年
に
一
度
咲
く
（？
）花
が
開
花 

我
孫
子
駅
北
口
か
ら
第
四
小
学
校
に
向
か
う
途
中
の
空
き
地

で
、
花
が
咲
く
ま
で
数
十
年
と
言
わ
れ
る「
ア
オ
ノ
リ
ュ
ウ
ゼ
ツ

ラ
ン
」が
７
月
に
咲
い
た
。
高
さ
６
ｍ
に
も
な
っ
た
こ
の
花
木
は
メ

キ
シ
コ
原
産
で
、

一
度
だ
け
咲
い
た

後
、
枯
れ
て
し
ま

う
と
い
う
。
と
げ

の
生
え
た
分
厚
い

葉
を
竜
の
舌
に
例

え「
竜
舌
蘭
（リ
ュ

ウ
ゼ
ツ
ラ
ン
）」の

和
名
が
つ
い
た
。

１
０
０
年
に
一
度
咲
く
と
誤
解
さ
れ
、
英
語
で「
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・

プ
ラ
ン
ト
（世
紀
の
植
物
）」と
も
言
わ
れ
る
。
お
酒
の
テ
キ
ー
ラ

の
原
料
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。 

 

当
会
の
行
事
予
定 

□
「
放
談
く
ら
ぶ
」 

日
時 

１０
月
１７
日
（日
）
１４
時
～
１６
時 

会
場 

北
近
隣
セ
ン
タ
ー
並
木
本
館
（第
２
，
３
会
議
室
）  

講
師 

村
上
智
雅
子
氏
（当
会
副
会
長
） 

演
題 

「
志
賀
直
哉
作
品『
和
解
』と
我
孫
子
」 

 

（７
ペ
ー
ジ「
あ
び
こ
だ
よ
り
９７
号
」参
照
く
だ
さ
い
） 

◎
参
加
費
、
会
員
無
料
、
非
会
員
三
〇
〇
円
（定
員
３５
名
） 

申
込
み
Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
（七
一
八
五
）〇
六
七
五 

佐
々
木
ま
で 

 

□ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
短
歌
の
会
」 

第
三
十
一
回
短
歌
の
会 

日
時 

９
月
２７
日
（火
）
１３
時
３０
分
〜 

場
所 

け
や
き
プ
ラ
ザ
１０
階
小
会
議
室  
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編
集
後
記 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
理
念
は「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
リ

ハ
ビ
リ
に
よ
る
障
が
い
の
克
服
」と「
国
際
的
連
帯
の
促
進
」と
い

う
。
そ
れ
が
時
代
と
共
に
高
度
な
競
技
能
力
の
発
揮
に
よ
る「
感

動
」に
重
点
が
移
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た「
感
動
」が
障
が
い
者
自
身

の
能
力
発
揮
と
社
会
参
加
の
象
徴
と
な
っ
た
▲
メ
ダ
ル
を
獲
得
す

る
に
は
本
人
の
努
力
は
勿
論
だ
が
、
技
術
力
、
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
だ
。
２
０
１
５
年
ロ
ン
ド
ン
の
マ
ラ
ソ
ン
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
道
下
美
里
さ
ん
は「
目
が
見
え
な
い
か
ら
こ
そ
、
世
界
を

目
指
す
チ
ャ
ン
ス
を
も
ら
え
た
」「
目
の
不
自
由
な
娘
に
産

ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
母
に
告
げ
た
と
い
う
。
（美
崎
） 

https://www.asahi.com/topics/word/%E3%83%A1%E3%82%AD%E3%82%B7%E3%82%B3.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E3%83%A1%E3%82%AD%E3%82%B7%E3%82%B3.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E3%81%8A%E9%85%92.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E3%81%8A%E9%85%92.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E3%81%8A%E9%85%92.html
http://abikonobunka.sakura.ne.jp/

